
極東および全アジアの
国際情勢を改善し、

Uえない＠
こう
した
現状を
背景に、
ソ日両国
円

ソ日関係はアジアの
平和、

善隣協力の
雰囲気を盛り上げるために、
現時
の
著名な社会活動家たちが
集まり、
開催され

安定にどう影響するとお考えか？

J
点勺まザ滑なうべ
きことは、
日ソ
聞の
閉山係正

た第二
回円卓会議は、
ソ
日関係のさし
迫っ
た，

lト今回、
世界は国際除待問ιという苦し。
常化と剖係強化で
あると忠弘？
しどげかつ
て10

諸問
題につ
川て
話し
合い、
さらにソ
目
安流の

い
時期に立ち
至っ
ている雪
国際緊張緩和政策

今回の
田川
卓会議でμ1日ソ
間勺
紛争が起れば、l，
実り
多い
発展の
方法
を両国共同で
探求してい

に対する反対勢力の攻撃はとくビ
欲し
立を増

阿国f
川ザパ
ほ
パ）Jアジア
全体の不幸と
刈るJ
～
〈）グえで川
きわめて
大守な
意』
畿
が
あ万と
息』

し、
反動勢力による
寧拡競ι引は拡大し、
彼ら

だ
から
ミそ、
日ソ
両
国の
関係は友好的寸な
けJhぅJ

Jγ
＼
主uu
kl一J
r
i九一川、Jt
仰いtHJμh

の対ソ
対決姿勢は一
層強まっている。

ればならない」
といち主
旨の
発言をした赤城z～
会
議怠加者たちは
”ソ
自の
善隣協力関係の

こ
うした
危険な傾
向
は、＼，ソ連、
米国、
中

宗徳〉
ivψ親善協会会長のお
考えには全く同
J：
全
面強化こ
そ寸
根
来およびアジア
全体の
平和

J

園、t
日本など大国の
利害が
絡み合っているオ

感で
あ
が
九，川、ぺ1
1
1け．
1J
3
fJ1J
J1
11ど安
全の
強化にヴながるM1
どいれう点で
見解を。

ジ
アイ
太平洋地域でとくに尖鋭化している。

いソ日聞の諮問隣友好が発展することは、
地
峨
一
にしていたJ
各国の
政策決定で民間世論の

、
こ
れらの
国身の
関係がどタなのか、
それが今
：
の
情勢をソゼフン
スhよく安定化
ず
る
だ
けでな！
動向が大きな力を
持勺
沖也、うになっ
決今日i
v
，

後のアジア
情勢、
ひい℃は世界情勢を大きく

く、
社会体制が
異る
諸国聞の
互恵協力のよいー

日両国の
社合活動家たちが
克解を一
にしたと

左右する。

l’

f
e
‘

先例
AKιだろう。
ソ
連側は真の
善隣友好
関
いうこの
高実はたいへ
ん
重袈たことで
寸γlh

だが残念なことに、
ヌジ
、わ）
太平伴地域で

係樹立のために、
その
具体措置にり
いて、
す4

”ツ日
関係をよ
り－
局発
展
j
t
るために
’
Iuah

は、
諸国民の期待と利害に
反して、
ある特定

でに何度も日本側に提案し1
きK。
今度は
司iB
は、ー
何回の
意見の
相遣を抑↓広げ喝の舟はな

層の
影響の
もとに、
事態は地域内の
友好協力
，
本側がこ
れに
答えあ番だ。
日本が米中の
反ソ

く、
その
差を縮め
なければならないJ
そし〈

の
強化でな
な
く、
逆に）
対ソ
強硬路線によ

路線に追従L’て、
ソ
連の
平和提案を無視する，
さらに、
政治的見解の
相違を他の
分明の
関
係，
J

る
情勢悪化の方向へ
さらに
進ιつつ
ある。
こ

かパ
それとも、
対ソ
関係を建設的に修復して

に
持ち
込ま
ず、
協盤、
冷静、
寛容の
心をEい

こで
問題なのはワ
シ
ン
ト
ンH
東京H
北京の

い
くのか、Jアジア
地
域の
将来はこの
点に大い

に
発郷じなければならないu
こ
れ
が
論
争の

”一一一
国同盟H
結成で
ある。
最近、
米国と中国

にかかV
Tいる。

｛

小！日
トe
J川、ぺ。

末、ーソ
日双方が・たどり着い
た結験だが、
まさ，

は日本に
盛んに圧力をかけて、
反ソ
戦略に日
a
f
人’P
E
e

ー
～
tt
e
、

にこの
結論の
内容ζ
そ今日最も重要な課題と
’

本を深入りさせ、
日本の
発展の
方向を寧国主

ー
今回の
円卓会議は今後のソ日関係改善

、なっ
てい
るので
ゐる・

J1

8
！

日

義復活へ
とねじ曲げよう
と
し
て
いるので
あ

事業にどう役立み
ていくと思うか？

ソ
日両国が互いにζ
うした
態度をとるなV
J

る。

、

’、
‘

lJソ日関係は現在、
良い
時期にあるとは

ば、
具る社会体制の
国家聞の
関係樹立とい
う
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相互理解と普隣協力のために

下

s
a、

！

｝
「 ‘
「L一門地
；

－
i

；・1l
Eh42il
h

調
すでに
国際的にも一
般化した原則をソ日間で

実現することができると思う。
こ
うした両国

のアプロ
ーチが将来のソ日関係め
発展によい

影響を与え、
ソ日平和条約の
締結のための
良

い
土壌を築くであろうことは
確かだ。

ソ目関係全体を良くするための重要な

テコの一
つに貿易経済関係があるが、

この点について具体的鑓案はあっ
たか？

論議会

liご
存じのように、
対ソ
貿易に対する
最

近の日本の
態度は米国の
強い
影響下にある。

現在の日本側の
態度はソ自
貿易の
発展を停滞

させている？
たとえば、ぃ一
九七八年以前の日

本は、－Y速の
対西側先進諸国貿易において、、

その
貿易量で長年にわたっ
て
第二の地位を占

めていた。
ところが今日、：日本は第五
位に転

落し、
数十億ドル
もの
取り
引きを商売がたき

にさらわれてい、る始末だ。
今回の
円
卓会議で

もソ日双方は、
日本が
現在行なり
ているい
わ

ゆるn対ソ
経済制裁M
を直ちに
撤回すべ
きで

あるとの
結論を出しているが、
それは当然の

ことだ。
平等、
互恵は
貿易当時者の要求を満足させ

るだけでなく、
平和強化、
諸国民の
友好強化

にとっ
ても重要な要素である。
ソ
連側は常に
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BBB島そう考えている。
会議に出席したソ
連側専門

関心のある酋側諸闘もこの
計画実施だ一
定の

家たちは、
十月に
招集された
第一
O次ソ
連最

役割を泉しうると
考え℃い
る。
liefo
H

官同会議第四会期の
資料に触れながら、
ソ日貿
’
ソ
日円
卓会議における論争は
率直、
かっ
活

－
易およびソ日経済協力の
発展の
客観的可能性

発で
あア
た。
国際問題、
二
国間問題ですべて

が
橋大しつつ
あるこ
とを指摘している。
つ
ま

の
意見が－
致したわけではないが、
と
れは
何

り、
来年早々
、
新五か
年計画ハ一
九八一
年J

も騒ぐζとではない・
ただ、
会
議容加者はみ

一
九八五年〉
と一
九九O年までの長期経
演討

な、
意見の
相違の
拡大ではなく、
逆により一

画が発表されるということだ。
ツ
速はもちろ。
層の
相互間理解をめ
ざして、
建設的な一対話に
努

ん
従来通りに、
自力で新しい
経済計画を笑施

めた、
この
事実だけは、
最後に官い
そえてお
｝
［i』

してい
ぐであろうがγしかし対ソ
経済協力に
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極東研究所副所長
一圃

第一
分科会での
討議の
結果、
両国代表団は

寄せてい
る
基本的、
原則的な問題に注意を
集

多くの
問題で共通の
意見をもつことが明らか
・
中した＠
ソ
連側が
提起したテーマ
の
中には、

になったが、
現在の
国際情勢とそれがソ日関

現代世界における
戦争の
危険の
増大、
デタン

ー
係に及ぼす影響の
評価に
あたっ
ての
見解の
相

トを固める必要性、
戦争の
危険を
減らす若子

違も明らかにされた。
、

の
緊急措置につ
いてソ
連が
第三五回国連総会

：ソ
連側は現在の
国際情勢の
分析にあたり、
・
に
出した提案などがあっ
た。

なによりもまず全世界の世論が切実な関心を

とζ
ろが日本側は
時として、
ソ
連側に言わ
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せ
れ
ば現代
の
国際
俗勢
にと
って
原
則
的意
義
を

と
っ
て
深
刻な
危
険
の
源
泉
とな
る
こと
は
十
分
に

も
たない
ばか
りでなく、
多
く
の
場
合人
為
的
に

あ
り
う
る
と指
摘
しな
けれ
ばな
ら
ない。
中
国
の

つ
くりあげられた問題をもち出し
た。
一
部の

指導者は決Uて
毛主義を放棄しているわけで一

極
東広おける
国

際情勢の
発展傾向は、
ヮシ
’

←

日

本代
表
は、
米
日
中三
国
連
合
の
形
成
の
結
果と

は
な
く、
最
近
の
数
十
年
間
に

権
威
を
失
墜
し
たそ

ン
ト
ン
U
東
京
川
北
京
枢
軸
が
全ア
ジ
ア
の
平
和
・

a
i

←

し
て極
東
に

生
じた
情勢
の
潜
在
的
危
険
性
を
明
ら

の
最
も
醜
悪
な
側
面を
切
り
捨て
て
い
る
に
す
ぎな

安
全・

協力
の

事業に
と
っ
て
深
刻な
脅
威
にな
り

一

か
に過小評
価
し、
日

本
に
おけ
る軍
国
主
義
的

気

い。
こ
うー
して
毛
主
義
は
維
持
さ
れ、
しか
も
最
近

か

ね
な
い
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る。
F F
、

一

運
を過小評価
し
ようと
し
て
い
た，
こ

の
点で
特

で
はそ
の
中
の大
国
的

排
外主
義
の
要
素が
一

一層強

日
本に
の
い
て
い
うな
ら
、

日
本
が
こ
刀

連
合
に

一

徴
的な
の
は
中
嶋
嶺
雄・
東
外大
教
授のリ
ポ
ー
ト

ま
り
先

鋭化
してい
る。
特
に

警
戒
を

要
す
る
の

参
加
す
る
と
ι
は
、

経
済
面、
政
治
面
で、
そ
L
て

、

’
一

で、
w
反
ソ

連
合
“

と言
っ
た
ほ
札
が
正
し
い
と
思

はY
V
積極
防
衛
K－つ
ま
り
国
外で
の
寧
事
力
行

寧
事
面
に
お
い
で
す
ら 、
重大な
結
果
を

招
く
恐
れ

i
f

…

わ
れ
る
米
日
中
り

H
R
覇
権
連
合
“

は
危
険
な
も
の

使
を
認
め
る
方
向
へ

と
中
国
の

寧
事
ド
ク
ト
リ
ン

が

が

あ
る
・
1

F
T

一
ーも

い

川
l’
l

Jいいtい

く

i
v
t

一、

4

6

ではないというのがその
趣旨だっ
た。
なぜな

しだいに
変わっ
可いる
点で、
λ・トナム
社会主
！一
イギJス庁
研究家グl久tはその
箸
曾’「戦略

ら

中
国
は

経
済
的
、

寧
事
的
に

弱

体
で

あ
ザ
、

H

毛

義
共

和
国
に

対

す
る

侵
略
が
こ

れ
も匂
は
っ

き

り
立

証

1
：ー
と
自

民
族

中
心

主

義
』

《
回

γ

ド

ン
、

一

九

七

九

年
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，

｝

主
義か
ら
の
離
脱u
が
進
行
中

だか
らだとい
ゲ ？
，
し
て
い
る（
一

J
J

川
一一
．

けい
ぺ 41
…
；の
中で、
そ

の
対
外

政策
た
見
ると

現代
の
中

国
は

他
方、
日

本
の
寧
事

力
も
ま
た大
し
た
も
の
で
はな

中
嶋
教
授は
日
中
関
係
の
発展
ぷ

ルを
明
らか
に

J
H

狂
気

の
闘
家
内

f
ぁ

ゐ
と
述
べ

てい
るJ
周
知
の

く、
日

中
関
係
そ
の
も
の
も
十
分
に発展
じ
てい
な t

過
小
評価
し、
そ
の
政
治
的
側
面
に
は
口

をつ
ぐ
ん

ょ
う
ね

H狂
人“
の
行動は
予
測
不
飽だ。
し
た
が
、

ぃ
、、

ど
い
う
b
け
だ。

、

i
＼H
？1
1
Ht
A
も

一－
U
＼
で
い
る
が
っ
こ
。
側
面
は一
九
七
入
年
の
平
和
粂
約
、
じ
り
て
そ
れ
と
連
合
す
る
乙
と

は
つ

ね
に
危
険
だ
が
、

＼川
、
γ

，

調
印
の
結
果
い
ち
じ
る
しく
強化
さ
れ
た＠
こ
の
条
e
と
の
H

狂
人u
が
大
国
主
義1
排
外
主
義
に

と
り
つ

しか
レ
中
嶋
教
授の
こ

れ
ι
γ
べ

て
の
論
拠
は
、

、
約
に

加え
ら

れた
w
覇
権
q
条
項
は什
日
本がそ
れ
け
か
れ
て
い
ると
き
に

は
特
に

危
険
だ
あ
る
号
、

批
判
に

耐えない。
中
国
はそ
の
軍
事

力
を
急
速
に

を
望
む
ど
望まない
と
にかか
わら

ずー
た
とえ
ば

4

ぃ

； ，
v

〈
A
J
N
〉

増
強
し
てお
り、
しか
も米
国
と
Nd
A
T
O
諸
国
の

バ
十
ナム
侵略
とい
っ
た
中
国
の
醜い
行
為
に
政
治

白
：・f
l

みなら
ず
日

本
も
こ

れ
を
積極
的
に

援
助
し
て
い
る

的、v
道
義
的
に

日

本
を
合
流
さ
せ
た
ので
あ
る。

中

（ソ
連側はーと
れを納得のい
ぐよデに立証した〉

米軍事協力釘
岩通な
発展をこ
れにつ
け加える

からだ。
これにつ
け加えて、
中国は膨大な人

ならけ
米日中三
国連合の
出現が東アジアの
国

的資源をもち、
一
Ol一
五
年後には現代的な

際情勢に
Jもたらす危険性を過小評価してはな

攻
撃
兵
器
を
保
有して東ア
ジ
ア
の
す
べ

て
の
国
に

らな
いと
い

う
こ
と
が、
お
の
ずか
ら
明
らか
にな

善

隣

友

好

は

不

可

欠

ー

だ
く
ζ
と
は
で
き
た
t

t

s
示
し
た＠

こ
れ
は 、
会
議
に

参
加
し
た
日

本
の
代
表
者
たち

I
H
－
－
l

古
新
し
い
ソ
日
関
係
構
築
の
会
議

の
総
て
の
演
説
に
反
映
し
て
お
り、
中
で
も、
自
由

I
＼
漕
岨
劃
Ed

h

民
主

党
の
有力な
活
動
家
で
あ
り、
日

ソ
友
好

議員

M
ほ品
池
畑地

a

－

連盟の
石田
氏の
閉
会の
曾
楽におい
て
明らかで

A
私
必
圏一
一

V一・
ク
ド
リ
ャ
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極東一での
隣国との
正
常な
善隣
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t
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ニ
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t
関係に
対するソ
速の
首尾
二貝じた
根
本的な
方

t
『イズベ
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政治評諭aR

針
に
つ

い
て

述
べ

た
、

ア
ル
マ

ア
タ
に
お
け
る
L
・

隣
り
あ
っ

た
二
国
の
社
会
が、、
善隣友
好
に

関わ

あ
っ

た
に

もかかわ
ら
ず、
そ
の
後
の
時
の
経過
が
い
I
・

プ
ν
ジ
ネ
7
の
演
説

聖思
い
出
さ
せ
た＠
dL
j
l
一

山
川

る
緊
迫
し
た
諮
問
題
を
審
議
す
ら
た
め
に）
「
円
’
示
す
よ
う
に、
ソ
日
関
係
は
非
常
に
複
雑
化し、
ゎ
小
ジ
ネ
フ
は
日
本の
指
導
者
た
ち
にi
両
国
関
係
の
悪
一
ー

ャ

卓』
会
議
に
集
う
こ
と
は
緩
め
て
当
然
の
こ
と
と
思

れ
わ
れ
の
見
解
で
は、
日
本
の
国
家
利
益
に
何
の
関ー
バ
化
に
つ
い
て
何
ら
の
原
因
も
目
的
ib
も
た
な
い
ソ
連

・

い
い人

わ

れ
る
f

ろ

う
。

特
に
こ

れ
がU
ソ

連
邦
と

日

本
の

よ

連

ι

な
い
川

アメ

11
カ

お
よ
び

日

本
自

身
の

政

界

に

J
i

で

は

な

く
、
一
日

本

の

番
で

あ
る

こ

ど

を

わ
か
ら

せ

jt

e

e

う
た
国
の
牡
会
性
に
関
わ
ふも
の、
寸
あ
る
丸
ら、
事

ぺよ’っ
代
作
Y
出
さ
れ
情
不
信
の
雰
囲
気
は
重
苦
し
い
一
た1
毛
ス
P
ワ
に
代
表
者
を
送
可
た
日
本
側
は、
日’
！

ハ一げい

は
もiっ
と
ず
っ
と

復
雑で
あ
るq
ア，
j っY
カ

お
よ

び？

も
の
と ．な
っ

た。

L’
u
，
J

本
の

国家利
益
に

基
づ
い
て、
政
治、

経
済、s
文
化

ア
メリ
カ

びい
き
の
プ
ロ
バ
ガ
γダ
は
不
愉
快な
雰

以
上
述
ベ
K
こ

げと
は
総
て 、．モ
ス ，F
ワ
で
悶か
れ。
ー
の
全
面
的な
両
国
関
係
の
発
艮
を
あ
張
した。
：。

囲
気
を
作

J
出そ
う、
あ
る
川
は一
部で
は
すで
に

た
第
二

四
ヅ
1
「
円
卓」
会
議
の
特
別な意
義
を
示

本

当
の
こ
と
を

言

えば、
次
の
じと
を

認
め

なげ

作
り
出
し
た
ので
ある
が、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

す
た
め
で
あ
る。

こ
の
会議
は、
作
り
出
さ
れ
た
状

れ
ば
な

らな
い。
と
い
うの
は川
太
平
洋
を
こ勘九
て一
γ

寸、
日

本
の
社
会
の
あ
りと
あ
らゆ
る
領
域
の
代
表

況
に
迷
わ
さ
れ
た
日
本
の
世
論
が、
ソ

速
の
世
論
と

日
本
に
広ま
り、
さ
ら
に 、
自
本

百
身
の
寧
国主
誌

者
市～
ち
が

約
一

三

O
名
も
モ
ス
ク
ワ

入
り
し
た
こ
と

と
も
に
そ
こ

か
ら
の
出
口

を
探
し
、

両
国
間
の

公
式

者
、

領
土
回
復
主
義
者
た
ち
に
よ
り

鼓
舞
さ
れ

て
い

は、
一
種の
偉業のように
見える。
ソ
連邦と、

関係の
悪化をとめ、
真の、
実際的な善隣友好‘
る、
中傷的な反ソビエ
ト
的プロパ
ガー
ダは、

ア
メリ
カ
の
「
防
御
の
手」
の
影
響
下
あ
る
国々
と

へ

と導
こ

うとしてい
る
こ
と
を

示
す。
も

の
で
あ

ゾ
日

関係
の
悪
化
を
本
当
に

心配
し、
心か
ら善
隣
i

の
間の
あらゆる関係を弱めようとする試みが

る。
この
会議はまた、
アメリカの
支配者たち

友好へ
の
復帰を願っ
ている人身の
問にまで
浸

行な
われて
いる。
そ
し
て、
昨
年
の
第一
回
「
円

、J
復
活
し
つつ
あ
る
、

地
方
の
軍
国
主

義
者た
ち

議
し
て
い
る
こ

と
で
ある。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
会

卓」
会
議
がソ
日
間
の
相
互
関
係
に

関
わ
る
諸
問
題
tも、
わ
れ
わ
れ
両
国
間
の
関
係
を
正
常化
し
よう
と
白
通で
は
充
分
率
直
に

意
見
が
出
され
た。
正
に、
そ
、

の共同審議への
道を聞いた、
と言えるもので

する日本の
社会の
革新主義者たーちの
意志をく

うでなかっ
たら、
相互を信顔
｜｜関係の
正常

も

h11i：
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